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消火効率が向上
ＣＡＦＳ装置付き消防ポンプ自動車を導入

ゾーン30の路面表示は移設せず

オリパラ首長連合は総合計画とリンクさせて進める

　議第８号動産の取得では、消防ポンプ自動車の
ＣＡＦＳ装置について、この装置で水に圧縮空気
を送り込み発泡させることで水の表面積が広が
ることから効率よく消火できるとのことでありま
した。

　議第９号損害賠償の額の決定及
び和解についてでは、今回の事故は
運転業務を委託していた運転者に
重大な瑕疵がなかったことから全て
市が加入している保険で対応すると
のことでありました。
　報第１号専決処分報告では、税制

改正に伴って市に直接及ぼす影響額は、軽自動車
のグリーン化特例によるもので約７００万円の
減、原動機付自転車等の税率引き下げを１年延長
したことによるもので約１２００万円の減を見て
いるとのことでありました。
　また、ふるさと納税について、寄付金額とそれに
対する返礼品や事務経費においてマイナスになら
ないよう十分考慮していきたいとのことでした。

　報第４号専決処分報告についてでは、ゾーン
30の路面表示について、事業の目的を達成する
ため、警察等と協議した上で最適な場所に設置
したものであり、移設は考えていないとのことで
した。

　また、地先への説明は、他の路面
表示設置の場合と同様に特に行わ
なかったが、自治会等の関係者に
対して説明会を開催するなど、適正
な手順で事業を進めてきたと考え
ており、今後も基本的にはこの説明
方法を継承していきたいとのことで
した。

　報第５号専決処分報告についてでは、国保財
政への国の支援について、県への運営移行を見
据えて国が導入した保険者支援制度により、当
市では今回の税率改定を相当低く抑えられたと
ころであり、さらなる支援を期待しているとのこ
とでした。
　また、運営移行後の標準保険料について、算定
方法等の詳細はまだ示されていないが、法定外
繰り入れにより国保税を低く抑えてきた市町村と
それをせずに努力してきた当市では、当然差が出
ると思われ、被保険者のご協力により、保険制度
の原理原則、財政規律を守ってきた当市の対応
は正しかったと考えているとのことでした。

　議第10号平成27年度三条市一般会計補正予
算では、ＩＣＴ活用獣害対策システムの仕組みに
ついて、農地等に野生動物を感知するセンサー
ネットワークを設置し、獣害対策のため出動でき
るようにするものであり、希望者にはその情報を

メール配信し、同時に箱わなによる
野生動物の捕獲も行いたいとのこ
とでした。
　オリンピック・パラリンピック活用
地域活性化首長連合について、三条
市総合計画などの方針とリンクさせ
て進めたいと考えており、今後他自

治体からさまざまな提案が出てきたときの関わ
り方については、その都度検討したいとのことで
した。
　地域維持型社会インフラ包括的民間委託の調
査事業について、民間委託が可能な事業の調査
は維持管理を行っている業務全てを整理、検討し
た上で議論していきたいとのことでした。
　また、荒町ポンプ場のオイル冷却装置の修繕に
ついては、設置から47年経過しており部品がな
く、取り換えるには４カ月ほどかかるため、出水期
に備え装置内のパイプの修繕を応急的に行う必
要があったとのことでした。
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吉ヶ平自然体感の郷の小型水力発電装置
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【常任委員会　　  レポート】
各委員会に付託された議案等について、
議会最終日に委員長が審査経過と結果を報告しました。
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